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要　　　約
東京検疫所では、2015 年より小笠原父島二見港において、港湾衛生現地調査として、ね
ずみ族及び蚊族の生息状況調査と検疫感染症の病原体検査を実施している。2017 年はベク
ターサーベイランスの一環として、父島の山林部を含む広域及び母島沖港においても蚊族
調査を実施した。ねずみ族については、本土よりも高いクマネズミの捕獲率が示されてお
り、自治体による駆除活動が行われているにも関わらず、捕獲率の低下の傾向は 2015 年か
らの 3 年間においてはみられなかった。捕獲されたクマネズミの病原体検査は陰性であっ
たが、うち 1 頭で寄生虫の猫条虫が検出された。捕集蚊における病原体検査でも、検疫感
染症の病原体は全て陰性であった。父島の港湾区域では、アカイエカ群とヒトスジシマカ
の幼虫が多くの調査区で確認され、父島山林部においても多くのヒトスジシマカの成虫が
捕集された。母島で捕獲された蚊族では、ヒトスジシマカの成虫と幼虫が高い割合を占め
ていた。これらのことから、ヒトスジシマカが父島と母島で優先種として生息しているこ
とが明らかになった。また、母島の蚊族の複数種でヒトへの吸血が確認されたことは、蚊
が媒介する感染症の拡散の可能性を示唆する。
Ⅰ．はじめに
2014 年 8 月に約 70 年ぶりに国内でデング熱の発生があり、厚生労働省からの蚊媒介感
染症に関する特定感染症予防指針（平成 27 年厚生労働省告示第二百六十号）により、国
や都道府県等による取り組む方針が示されるなど、蚊媒介性感染症への対策がより重視さ
れるようになった。
小笠原父島二見港では、2011 年の世界遺産登録後、内航客船の入港が増加し、定期的な
外航客船の直入が行われている。また、二見港－東京港、二見港－母島沖港の定期運航が
あり、病原体及びベクターの侵入・移動に対する厳重な注意が必要となっている。
小笠原諸島では、侵略的外来種であるクマネズミが 1920 年頃侵入し、定着したことによ
る生態系への影響が懸念されている（橋本、2009）。亜熱帯気候でタコノキの果実など餌が
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豊富で、天敵の少ない小笠原諸島は、クマネズミの繁殖に適した環境であることから、現
状の大量発生に至ったと考えられる。そのため、クマネズミによる農作物への被害、衛生
面などの問題が浮上しており、父島以外の無人島では大規模な駆除事業も行われている
（日本環境衛生センター、2015）。しかし、有人島での殺鼠剤の大規模な使用は難しく、根
絶に至る有効な対策を模索しているところである。一方、蚊族についてはこれまで継続し
た調査が行われておらず、固有種の多い小笠原諸島における蚊族の生息種や媒介感染症の
研究は不十分である。
そこで、小笠原におけるねずみ族と蚊族の侵入・定着とそれらによる感染症媒介の可能
性を検討するため、トラップ設置によるねずみ族と蚊族の捕獲と捕獲されたねずみ族と蚊
族の病原体検査を、ねずみ族では父島二見港で、蚊族では父島二見港および父島広域と母
島沖港で実施した。
Ⅱ．調査地と方法
1．調査地
（1）父島二見港湾衛生現地調査（以下、「父島港湾調査」という。）
2015 年及び 2016 年の調査と同様に、「港湾衛生管理ガイドライン」に従い、総務省統計
局の標準地域メッシュ（以下「3 次メッシュ」）を用いて設定した区域を調査対象区域（以
下、「調査区」）とした（図 1a）。東京港－父島二見港間を定期運航している「おがさわら
丸」が着岸する埠頭が含まれる調査区を「HTM Ⅰ」（3 次メッシュコード：40425115、図
1b）、漁船やヨットなど小型船舶が着岸する埠頭が含まれる調査区を「HTM Ⅱ」（3 次メッ
シュコード：40425116、図 1c）とした。「HTM Ⅰ」は大神山公園、「HTM Ⅱ」は奥村グ
ラウンドを中心にねずみ族及び蚊族の調査点を設定し調査を行った。調査地点の詳細は、
山内・笠井（2016）に記載されている。
（2）父島広域における蚊族調査（以下、「父島広域調査」という。）
3 次メッシュで区割した 1 つのマス目を 1 調査区とし、成虫は 12 調査区、幼虫は 9 調査
区において調査を行った。
（3）母島沖港における蚊族調査（以下、「母島港湾調査」という。）
父島二見港－母島沖港間を定期運航する「ははじま丸」が着岸する埠頭を含む調査区を
「HHJ」（3 次メッシュコード：39427162、図 1d）とし、その調査区内で蚊族調査を行った。
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　　　　　　　   a　父島 3次メッシュ図1a 父島3次メッシュ
大神山公園
b　HTMⅠ
　　　　　  図 1　 父島における調査区の 3次メッシュ（a）、調査区HTMⅠ（b） 
線で囲んだ部分は区域を示し、網掛けの部分を中心に調査地点を設定した。 
国土地理院ホームページで公開されている地理院地図データを加工して作成。
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奥村グラウンド
c　HTMⅡ
　　　　  d　HHJ
ははじま丸着岸地
　　  図 1　 父島における調査区の調査区HTMⅡ（c）および母島における調査区HHJ（d） 
線で囲んだ部分は区域を示し、網掛けの部分を中心に調査地点を設定した。 
国土地理院ホームページで公開されている地理院地図データを加工して作成。
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2．調査方法
（1）父島港湾調査
本調査は、平成 26 年 3 月 24 日付、食安検発第 0324 第 3 号「港湾区域等衛生管理業務の
手引きについて」（以下「衛生管理業務の手引き」という）の通知の別添 2 の「ねずみ族調
査マニュアル」、および別添 3 の「蚊族調査マニュアル」に基づき実施した。
ねずみ族の捕獲器は、ラットトラップ及びマウストラップを使用した。なお、捕獲器と
その使用方法については山内・笠井（2016）を参照されたい。各調査区内の 10 地点に、
ラットトラップ（R01 ～ R10）とマウストラップ（M01 ～ M10）を設置し、5 日間連続で
調査した。なお、ねずみ族が捕獲された時は、トラップごと回収して新しいトラップを設
置した。
「ねずみ族調査マニュアル」ではねずみ族調査は連続した 5 日間調査を実施することと
なっているが、台風の影響で 2017 年 7 月 24 日～ 26 日の 3 日間の調査期間となった。そこ
で、改めて 2017 年 10 月 6 日～ 10 日に 5 日間の調査を実施した。
蚊族の成虫調査は、各調査区にドライアイスを CO2 発生源に用いた CDC ライトトラッ
プ（以下、ドライアイス - ライトトラップという）1 機を 1 晩設置した。蚊族の生息状況を
調査する目的で幼虫調査を実施した。調査区内の 3 調査地点にオビトラップ（L01 ～ L03）
を設置した。さらに、側溝や溜枡などの水域の 3 調査地点（L04 ～ L06）で、ヒシャク・
ピペット法にて幼虫の生息状況を確認した。なお、捕獲器具については山内・笠井（2016）
を参照されたい。
蚊族成虫調査は、2017 年 7 月 23 日～ 24 日に実施した。オビトラップによる幼虫調査は、
国土交通省小笠原総合事務所内の東京検疫所小笠原出張所の検疫官の協力を得て、2017 年
7 月 10 日～ 26 日の 17 日間実施した。
（2）父島広域調査 
蚊族の成虫調査では、日中に 8 分間人囮法（調査地点に 8 分間立ち、吸血のために飛来
する蚊を網で捕集するもの）を 2017 年 7 月 25 日～ 27 日に実施した。幼虫調査では、目視
で溜枡、瓶などの人工容器及び石穴、樹洞などの自然発生場所を探し、2017 年 7 月 23 日
～ 27 日に採集を行った。
（3）母島港湾調査
蚊族の成虫調査では、調査区内の代表的な調査点 A01 においてドライアイス - ライトト
ラップを 1 晩設置した。また、調査地点 A01 ～ A06 において BG センチネル 2 を 1 晩設置
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し回収した後、2017 年 10 月 12 日～ 15 日に人囮法による調査を各 8 分実施した。幼虫調
査では、父島広域調査と同様に調査区内において自然発生場所を探し、2017 年 10 月 13 日
～ 14 日に 9 地点で採集を行った。
3．ねずみ族検体検査
父島での検体検査は、感染防護服を着用し、検査場所の消毒の徹底に留意して、首都大
学東京小笠原研究施設の実験室で実施した。
各検体について、種、性別、生死、外観（体重、頭胴長、尾長、後肢長、耳長）、リンパ
節腫脹の有無、寄生虫の有無を測定・確認した。なお、尾長の分析において断尾の個体は
除外した。また、2015 年 9 月に捕獲された成獣 1 頭のデータについては、測定値の偏りが
大きいため、分析から除外した。
4．病原体検査
検疫感染症および検疫感染症に準ずる感染症でねずみ族および寄生ノミ類により媒介さ
れるのは、ペスト、ラッサ熱、南米出血熱、腎症候性出血熱（以下、「HFRS」という）、
ハンタウイルス肺症候群（以下、「HPS」という）であり、蚊族により媒介されるのは、デ
ング熱、ジカウイルス感染症、日本脳炎、ウエストナイル熱、チクングニア熱、マラリア
である。捕獲されたねずみ族では、心臓採血した濾紙、あるいは採血後に遠心分離した血
清を病原体検査の検体とした。また、病原体保有時には当該ねずみ族個体の病理検査をす
るため、個体識別をして臓器の一部を採取した。病原体検査は、横浜検疫所輸入食品検疫
検査センターに依頼した。病理検査検体は、東京検疫所東京空港検疫所支所試験検査室に
搬送し、病原体検査後まで保管した。保管、送付、搬送は、全て冷凍状態で行った。
蚊族については、捕集された成虫を冷凍保存し、東京検疫所東京空港検疫所支所試験検
査室へ搬送した。種の同定を行った後、感染症媒介種となる吸血活動を行う雌の個体につ
いては、フラビウイルス属（デングウイルス、ジカウイルス、日本脳炎ウイルス、及びウ
エストナイルウイルスを含む）遺伝子、及びチクングニアウイルス遺伝子の病原体検査を
行った。捕集された幼虫は、アルコール固定、または採集水域の水に浸けて、東京検疫所
東京空港検疫所支所試験検査室へ常温で搬送し、種の同定を行った。
Ⅲ．結果と考察
（1）ねずみ族調査
調査区 HTM Ⅰ、HTM Ⅱ 2 カ所で捕獲されたねずみ族の合計は、7 月の調査では 8 頭、
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10 月の調査では 13 頭で全てクマネズミであった。外観測定値を表 1 に示す。2017 年 10 月
に捕獲された成獣の頭胴長の平均値は、2015 年と 2016 年に比べて有意に短かった（p ＜
0.05）。父島では、9 月～ 1 月の間に繁殖が盛んになることが知られている（環境省・小笠
原自然文化研究所、2014；後藤ら、2016）。2017 年 10 月に捕獲した成獣には成長段階の個
体が含まれていたと考えられる。一方、2015 年は 9 月に 2016 年は 6 月に捕獲調査を実施
した。そのため、頭胴長が両年に比べて短かったのではないかと推察された。
2015 年から 2017 年の 3 年間に捕獲されたクマネズミ個体の頭胴長と尾長をクマネズミ 2
亜種の Rattus tanezumi（アジア型、2n = 42：飯島・土屋、2015）と R. rattus（オセアニ
ア型、2n = 38、飯島・土屋、2015）と比較したところ、二見港で捕獲された個体は東京港
で捕獲された個体や一般的なアジア型と比べると尾長が長い傾向があった（図 2）。小笠原
　　　　表１　 父島二見港で捕獲されたねずみ族の形態と性別および寄生虫の有無 
捕獲したネズミはすべて生きたクマネズミであった。
捕獲日・場所
性別
測定値
寄生虫の 
有無年月日 調査点番号 体重（g）
頭胴長 
（mm）
尾長 
（mm）
後肢長 
（mm）
耳長 
（mm）
2017/7/25 HTMⅠ R02 オス 105 158 184 34 25 なし
2017/7/25 HTMⅠ R09 オス 123 174 +141 37 22 あり（猫条虫）
2017/7/25 HTMⅠ R10 オス 81 146 173 35 21 なし
2017/7/25 HTMⅡ R01 メス 138 179 195 37 22 なし
2017/7/26 HTMⅠ R05 メス 106 170 +80 31 22 なし
2017/7/26 HTMⅠ R06 オス 44 115 150 30 22 なし
2017/7/26 HTMⅠ R07 オス 45 119 116 34 19 なし
2017/7/26 HTMⅡ R01 メス 87 146 200 35 16 なし
2017/10/7 HTMⅠ R02 メス 117 157 204 32 23 なし
2017/10/7 HTMⅠ R04 オス 54 122 174 31 20 なし
2017/10/7 HTMⅠ R10 オス 64 120 151 30 23 なし
2017/10/7 HTMⅡ R02 メス 115 154 204 35 24 なし
2017/10/7 HTMⅡ R03 メス 93 147 200 33 23 なし
2017/10/7 HTMⅡ R10 メス 133 159 214 35 24 なし
2017/10/8 HTMⅠ R09 オス 89 143 +130 35 25 なし
2017/10/8 HTMⅠ R10 メス 18 86 106 25 18 なし
2017/10/8 HTMⅡ R05 メス 142 142 203 32 23 なし
2017/10/9 HTMⅡ R10 メス 61 118 160 32 21 なし
2017/10/10 HTMⅡ R03 オス 93 148 195 35 21 なし
2017/10/10 HTMⅡ R05 オス 99 168 209 35 21 なし
2017/10/10 HTMⅡ R07 オス 107 164 184 34 21 なし
測定値の前の＋記号は断尾等の外部の損傷があったもの。
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諸島のクマネズミ（2n = 42）の遺伝子には、R. tanezumi と R. rattus の両方の遺伝子が検
出されていることから（神戸ら、2013）。二見港のクマネズミは過去においてオセアニア型
の個体との交雑があった可能性が推察された。
2015 年からの 3 年間の調査期間では、外来種侵入の兆候はみとめられていない。また、
クマネズミは交雑により毛色が変化する。小笠原諸島では一般的な背面が褐色、腹面が黄
褐色の個体以外に、腹面白色、全身黒色、尾端白色の個体が報告されている（神戸ら、
2013；矢部、2008）。これらのことから、小笠原父島でのクマネズミの生息地域の移動・交
雑の解明のためには、遺伝子解析と合わせて、毛や形態および生態の情報を得られるよう
な調査を実施する必要があるだろう。
父島二見港で捕獲されたクマネズミの病原体検査では、捕獲された全てのクマネズミに
おいてリンパ節の膨張は認められなかった。また、ペスト菌及び HFRS ウイルス抗体の検
査は陰性で、HPS、ラッサ熱及び南米出血熱の媒介種は捕獲されなかったが、肝実質にお
ける猫条虫の寄生を 1 頭のクマネズミで確認した（表 1）。この結果から、父島のクマネズ
ミにおける検疫感染症保持の可能性はこれまでのところ低いことが示された。
2015 年から 2017 年までの調査で捕獲されたねずみ族 48 頭全てがクマネズミであり、延
べワナ数より捕獲率は平均 8.6％であった（図 3）。各調査区及び合計の捕獲率について、
年度間での有意差は認められず、捕獲率が低下する傾向は認められなかった（p ＞ 0.05, χ2
検定）。調査区 HTMII では、2016 年に調査区 HTMII の奥村グラウンドを含む奥村地区に
尾
長
(m
m
) 
頭胴長 (mm)
■
◇二見港 (n= 12)
東京港 (n= 4)
Rattus rattus (オセアニア型)
Rattus tanezumi (アジア型)
　　　　図 2　 父島二見港と東京港で捕獲されたクマネズミの頭胴長と尾長の関係 
図中の枠は飯島・土屋（2015）の Rattus rattus（オセアニア型）のサイズ範囲 
（点線）と Rattus tanezumi （アジア型）のサイズ範囲（破線）を示す。
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おいて、自治体等によるネズミの一斉防除が行われている。しかしながら、今回のクマネ
ズミの捕獲率には反映されていなかったことから、クマネズミの駆除方法について再検討
する必要があるかも知れない。ねずみ族の適正な管理のために、生息密度を下げる対策と
並行して、ねずみ族の基礎的調査・研究を継続実施する必要ある。
（2）蚊族調査
父島二見港における成虫調査では、HTM Ⅰでヒトスジシマカ Aedes albopictus 2 個体の
捕集があったが、HTM Ⅱでは蚊族は捕集されなかった（表 2）。病原体検査では、フラビ
ウイルス属及びチクングニアウイルスの病原体は陰性であり、マラリア媒介種は捕集され
ず、父島二見港で採集された蚊族からは検疫感染症を引き起こす病原体は検出されなかっ
た。
2017 年の父島二見港での幼虫調査で捕集されたのはヒトスジシマカのみで、5 調査地点
で合計 51 個体であった（表 3）。3 年間の父島港湾調査における 5 回の蚊族調査で捕集した
捕
獲
率
(%
)
9月
2015年
6月
2016年
7月 10月
2017年
■ HTM I 
HTM II
２調査区の平均
●
▲
図 3　父島の調査区（HTMI と HTMⅡ）におけるクマネズミ捕獲率の経年変化
表 2　父島二見港で捕集された蚊族成虫の個体数
調査日  採集方法 調査区
　採集した成虫の
種類及び個体数 合計個体数
フラビウイルス遺伝子 
チクングニア 
ウイルス遺伝子 
検査結果
ヒトスジシマカ
♂ ♀ ♂ ♀
2017/7/23 
～ 7/24
ドライアイス - 
ライトトラップ
HTM Ⅰ 0 2 0 2 陰性
HTM Ⅱ 0 0 0 0 -
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成虫は、アカイエカ群 Cx. pipiens gr.（形態学的な同定が困難であったため、群とした）、
ヒトスジシマカ及びオガサワライエカ Culex boninensis の合計 6 個体と少なかった（表 4）。
蚊の幼虫は、捕集する時季により個体数が変動するため、種ごとの捕集地点数から評価す
ると、優先種はヒトスジシマカおよびアカイエカ群であることが明らかになった（表 4）。
父島における広域調査では、3 属 5 種の捕集があった（表 5）。最も多く捕集された種は
ヒトスジシマカで、その個体数は全成虫捕集数の 91.3％を占め、7 調査区で確認された（表
　　　　　　   表 3　 父島二見港で採集された蚊族の幼虫個体数とその環境　　　　　　    
採集した蚊はすべてヒトスジシマカであった。
調査点番号 水域の種類 水の有無 水温（℃） 採集の有無 幼虫個体数
HTM Ⅰ L01 オビトラップ 有り 30.7 有り 23
HTM Ⅰ L02 オビトラップ 有り 27.3 有り 5
HTM Ⅰ L03 オビトラップ 有り 27.4 有り 4
HTM Ⅰ L04 側溝 有り 28.9 無し -
HTM Ⅰ L05 溜枡 有り 29.2 無し -
HTM Ⅰ L06 溜枡 無し - 無し -
HTM Ⅱ L01 オビトラップ 有り 27.2 無し -
HTM Ⅱ L02 オビトラップ 有り 27.4 有り 17
HTM Ⅱ L03 オビトラップ 有り 27.3 有り 2
HTM Ⅱ L04 側溝 有り 28.3 無し -
HTM Ⅱ L05 側溝 無し - 無し -
HTM Ⅱ L06 側溝 有り 28.9 無し -
表 4　 父島二見港における蚊族の（a）捕集
成虫個体数と（b）幼虫出現調査点数
（2015-2017年）
a）
種名 成虫個体数
ヒトスジシマカ 3
オガサワライエカ 2
アカイエカ群 1
b）
種名 出現調査区数
ヒトスジシマカ 11
アカイエカ群 7
トラフカクイカ 3
表 5　 父島広域における蚊族の（a）捕集 
成虫個体数と（b）幼虫出現調査区数
a）
種名 個体数
ヒトスジシマカ 63
セボリヤブカ 3
オガサワライエカ 1
トウゴウヤブカ亜属 1
不明 1
b）
種名 出現調査区数
ヒトスジシマカ 7
アカイエカ群 2
トラフカクイカ 3
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5b）。捕集されたセボリヤブカ Ae. savoryi、及びオガサワライエカは、固有種であり、媒
介感染症は不明であるが、セボリヤブカはトウゴウヤブカ亜属に、オガサワライエカはイ
エカ属に分類されていることから、それぞれトウゴウヤブカ Ae.Togoi、及びアカイエカ
Cx. pipiens pallens の媒介感染症に準じてフラビウイルス属およびチクングニアウイルス遺
伝子検査を行った。その結果、捕集されたセボリヤブカとオガサワライエカ全てで陰性で
あった。
父島における広域調査からは、街中のみならず山林内でもヒトスジシマカが優先種であ
ることが 明らかになった（表 5）。本州の山林で一般的に見られるヤマダシマカ Ae.
flavopictus、キンパラナガハシカ Tripteroides bambusa、ヤマトヤブカ Ae. japonicus 等が
父島では確認されず、これら競合種がいないことが、ヒトスジシマカが山林まで分布して
いる要因の一つかもしれない。
母島港湾における調査では、成虫及び幼虫で捕集されたのは、ヒトスジシマカとアカイ
エカ群の他にオガサワライエカ及びトラフカクイカ Lutzia vorax の 3 属 4 種であった（表
6）。これら捕獲された蚊族種は父島のものと同じあった（表 4、表 7）。今回の調査から、
母島沖港周辺の優先種はヒトスジシマカとアカイエカ群であると推察された（表 6、7）。
母島港湾では、蚊族成虫の捕集のために、ドライアイス - ライトトラップ、BG センチネ
ルと人囮法を実施した。これらの捕集方法による蚊族成虫の捕集効率は、ドライアイス -
ライトトラップで 20 個体 / 機、次いで BG センチネル 2 で 4.7 個体 / 回、人囮法は 4.5 個
体 / 回で、ドライアイス - ライトトラップでの捕集効率がもっとも高いことが示された（表
7）。なお、一晩設置も可能な BG センチネル 2 で、日中および夜間に活動する蚊族につい
て調べたところ、日中と夜間で活動する蚊の種類の違いは認められなかった。
表 6　 母島沖港における蚊族の（a）捕集成
虫個体数と（b）幼虫出現調査区数
a）
種名 個体数
ヒトスジシマカ 36
アカイエカ群 29
オガサワライエカ 10
b）
種名 出現調査区数
ヒトスジシマカ 6
アカイエカ群 4
トラフカクイカ 2
首都大学東京　小笠原研究年報　第 41 号　2018
― 122 ―
蚊族成虫の捕集方法については、離島等ではドライアイスが入手しにくいため、ドライ
アイス - ライトトラップを行うのは難しく、BG センチネルと人囮法が現実的な捕集方法と
考えられる。なかでも、8 分間人囮法は使用する器材が簡便で容易に行うことができる捕
集方法であるが、夜間も活動する蚊族を捕集しにくい。BG センチネル 2 では 1 晩設置が
可能なため、夜間に活動する蚊族の調査を行うことが可能である。
捕集蚊の病原体検査では、フラビウイルス属およびチクングニアウイルス遺伝子検査は
全て陰性であった（表 7）。これまでのところマラリアを媒介するハマダラカの生息は報告
されておらず、今回の調査でも捕集されなかった。8 分間人囮法により、アカイエカ群や
オガサワライエカが人の吸血に日中訪れることが確認された。オガサワライエカは、日常
的にヒトを吸血するイエカ属であることから、オガサワライエカにおける日本脳炎ウイル
ス及びウエストナイルウイルス媒介能について検討する必要があるだろう。
小笠原諸島には、ヒトスジシマカ、セボリヤブカ、トウゴウヤブカ、タカハシシマカ
Ae. wadai、オガサワライエカ、ミナミハマダライエカ Cx. mimeticus、ネッタイイエカ
表 7　母島沖港湾で捕集された蚊族種とその成虫個体数と感染症検査
調査地点 
番号
調査日  採集方法
採集した成虫の種類及び個体数
合計 
個体数
フラビウイ 
ルス遺伝子 
チクングニア 
ウイルス遺 
伝子検査
ヒトスジ 
シマカ
アカイエ 
カ群
オガサワラ 
イエカ
♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀
HHJ A01
2017/10/12 
 ～10/13
ドライアイス- 
ライトトラップ
5 12 2 0 0 1 7 13 陰性
BGセンチネル2 6 9 0 0 0 0 6 9 陰性
2017/10/13 ８分間人囮法 0 0 0 0 0 0 0 0 -
HHJ A02
2017/10/12 
 ～2017/10/13 BGセンチネル2 2 0 0 0 0 2 2 2 陰性
2017/10/13 ８分間人囮法 0 0 5 19 1 2 6 21 陰性
HHJ A03
2017/10/13 
 ～2017/10/14 BGセンチネル2 0 0 1 0 1 1 2 1 陰性
2017/10/14 ８分間人囮法 0 0 0 0 0 0 0 0 -
HHJ A04
2017/10/13 
 ～2017/10/14 BGセンチネル2 0 2 1 1 0 0 1 3 陰性
2017/10/14 ８分間人囮法 0 0 0 0 0 0 0 0 -
HHJ A05
2017/10/14 
 ～2017/10/15 BGセンチネル2 0 0 0 0 1 1 1 1 陰性
2017/10/15 ８分間人囮法 0 0 0 0 0 0 0 0 -
HHJ A06
2017/10/14 
 ～2017/10/15 BGセンチネル2 0 0 0 0 0 0 0 0 -
2017/10/15 ８分間人囮法 0 0 0 0 0 0 0 0 -
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Cx. quinquefasciatus、コガタアカイエカ Cx. tritaeniorhynchus、シノナガカクイカ Lt.
shinonagai、トラフカクイカの 3 属 10 種の生息がこれまでに確認されている（Bohart, 
1956；髙橋、1973；Toma & Miyagi, 2005）。このなかには、今回の調査では採集されな
かった種がいくつか含まれている。蚊族の発生には季節性や年変動があり、蚊によって生
育環境が異なるが、固有種の生態については不明な点が多い。今後も調査を継続し、生息
する蚊種、季節的な消長、発生場所、発生数、媒介感染症、活動時間帯、吸血する動物等
の生態を把握することで、的確な感染症の防除や外来種の早期発見が可能となると考えら
れる。ただし、これらの調査・研究は、検疫所のみでは限界があるため、自治体および研
究機関との連携を重視して進めていきたい。
Ⅳ．リスク評価
検疫所では、「衛生管理業務の手引き」の別添 4「媒介動物等を介して侵入する検疫感染
症等のリスク評価マニュアル」に従い、調査結果を基にリスク評価を行い、評価マップの
作成、衛生対策を行っている。2015 ～ 2017 年の 3 年間を通じて、父島港湾調査結果はリ
スク B に該当する。リスク B とは、「検疫感染症等の侵入リスクは今のところ低いが、①
引き続き、基礎的調査を継続しつつ、媒介動物の生息密度を下げる衛生対策を実施する。
②翌年の調査は、原則、基礎的調査を継続することとするが、捕獲頭数や捕獲箇所数が多
い場合（1 調査区 5 頭以上 / 回）には、必要に応じて該当調査区の調査頻度又は調査点を
増やしつつ、生息密度を下げる衛生対策に努める」（山内・笠井（2016）を参照）となって
いる。
厚生労働省医薬・生活衛生局生活衛生・食品安全部企画情報課検疫所業務管理室、横浜
検疫所港湾衛生評価分析官（2016）によると、2016 年の検疫所の調査において、全国 119
の海港及び空港のうち、87 の海港及び空港（70.4%）でねずみ族の生息が確認されている
が、1 調査区あたりの捕獲率は 0.78 頭であった。一方、二見港では、2015 年、2016 年に引
き続き 2017 年 10 月でも 6.5 頭 / 調査区という高い捕獲率であり、生息密度が非常に高い
ことが示唆された。
蚊族については、父島と母島の広範囲に蚊族の分布が認められ、蚊族の複数種でヒトへ
の吸血が確認されたことは、蚊が媒介する感染症の拡散の可能性を示唆する。本調査では、
検疫感染症を引き起こす病原体を保持したねずみ族と蚊族は検出されなかったが、患者に
よる病原体の持ち込みがあれば、島内に感染症がまん延する危険性があることから、モニ
タリングのために今後も引き続き調査を行う必要がある。
なお、母島における研究調査は、平成 29 年度検疫所研究調査として実施した。　　　　　
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